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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
貯蔵、移送又は他の目的で車両のフロントガラスを保持するためのパレットコンテナ（１
００）であって、基体を含む枠構造体から成り、前記パレットコンテナは、フロントガラ
ス収納状態から仕舞い込み状態に折り畳むことができるとともに、最少寸法のフロントガ
ラス収納状態から最大寸法フロントガラス収納状態まで伸長することができ、また、前記
最大寸法フロントガラス収納状態では、前記パレットコンテナは、前記最小寸法フロント
ガラス収納状態に比べて、高さと長さとの両方で伸長し、前記枠構造体は、直立状態から
折り畳み状態に折り畳むようにヒンジ止め又はピボット止めされるようにした相対する側
枠を有し、前記相対する側枠は、入れ子式に伸縮して高さが調節できる側枠エレメントか
ら成り、且つ前記枠構造体は、前記相対する側枠間を延びる接続枠を有し、前記接続枠は
、長さと高さとがそれぞれ入れ子式に伸縮する横方向と高さ方向との枠部材から成り、前
記枠部材を伸縮して高さと長さを調節することができ、且つ前記高さ方向の枠部材は、前
記接続枠が直立状態から折り畳み状態に折り畳まれるようにヒンジ止め又はピボット止め
されているパレットコンテナ。
【請求項２】
請求項１によるパレットコンテナであって、前記折り畳み状態では、前記相対する側枠が
前記枠構造体の基体に隣接して位置しているパレットコンテナ。
【請求項３】
請求項1又は２によるパレットコンテナであって、前記パレットコンテナは、同様のパレ
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ットコンテナを相互に積み重ねることができる積み重ね構成物を含むパレットコンテナ。
【請求項４】
請求項1乃至３のいずれかによるパレットコンテナであって、前記パレットコンテナの内
部でフロントガラスの動きを禁止するためパレレットを乗せた状態で取り付けられるよう
に１つ以上の側部拘束手段が設けられ、且つ前記側部拘束手段は、可撓性流体収納器から
成っているパレットコンテナ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本出願は、コンテナに関し、特に、車両のフロントガラスの如き特に脆弱な物体の包装、
貯蔵及び出荷に使用することができる金属パレットの如き再使用可能なパレットコンテナ
に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
種々の形状と寸法のフロントガラスの包装、貯蔵及び出荷用の折り畳み可能な再使用可能
なフロントガラス・パレットは、例えば、米国特許第７２７０２３６号に開示されている
。単一のコンテナに種々の寸法のフロントガラスを出荷することができ、かつ、コンテナ
の移送容量を最少にして出荷費を潜在的に減少するために、(フロントガラスが出荷され
ない際には)コンテナを折り畳んだ形態でコンテナの戻し移送を可能にするように折り畳
むことができるのを確保するのが有利であることが認識されている。これらのコンテナは
、フロントガラスを収納するのに使用されることがない場合に、分配センターや仕入れ業
者では、折り畳んだ状態で格納することもできる。米国特許第７２７０２３６号は、フロ
ントガラスがコンテナの縦方向に移動するのを防ぐために横方向の拘束手段を使用する必
要性を示している。
【発明の概要】
【０００３】
そこで、改善された配置が発明された。
【０００４】
第１の面によれば、本発明は、貯蔵、移送又は他の目的で車両のフロントガラスを保持す
るためのパレットコンテナであって、基体を形成する枠構造体と周壁とから成り、パレッ
トコンテナの内部でフロントガラスの動きを禁止するようにパレットを乗せた状態で取り
付けられるように１つ以上の側部拘束手段が設けられ、且つ前記側部拘束手段は、可撓性
の流体収納器から成っているパレットコンテナを提供する。
【０００５】
前記パレットコンテナの相対する端部には、それぞれ、可撓性の流体収納側部拘束装置が
設けられているのが好ましい。
【０００６】
１つの実施例では、この側部拘束装置は、エアバッグから成っている。
【０００７】
この側部拘束装置は、パレットコンテナの枠構造体に固定されているのが好ましい。
【０００８】
他の面によれば、本発明は、貯蔵、移送又は他の目的で車両のフロントガラスを保持する
ためのパレットコンテナであって、基体を形成する枠構造体と周壁とから成り、前記枠構
造体は、最少寸法のフロントガラス収納状態から最大寸法フロントガラス収納状態まで膨
張することができ、また前記最大寸法フロントガラス収納状態では、最小寸法フロントガ
ラス収納状態に比べて、高さと長さとの両方で伸長するパレットコンテナを提供する。
【０００９】
好ましくは、最小寸法フロントガラス収納状態から最大寸法フロントガラス収納状態まで
伸長可能であることに加えて、前記パレットコンテナは、フロントガラス収納状態からフ
ロントガラスの収納に適合しないが非使用パレットコンテナの移送又は貯蔵に便利な仕舞
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い込み（積上げ）状態に折り畳むことができるのが好ましい。
【００１０】
好ましい実施例では、前記パレットコンテナは、直立状態から折り畳み状態に折り畳むよ
うにヒンジ止め又はピボット止めされ相対する側枠を有する。
【００１１】
折り畳み状態では、上方に延びる複数のコーナー突部が形成されていて他の同様の折り畳
まれたパレットコンテナがコーナー突部で相互に係合して積み重ねることができるように
なっているのが好ましい。
【００１２】
有益には、折り畳み状態では、相対する側枠が前記パレットコンテナの基体に隣接して位
置している。
【００１３】
パレットコンテナは、相対する側枠間を延びる接続枠を有し、この接続枠は、直立状態か
ら折り畳み状態に折り畳まれるようにヒンジ止め又はピボット止めされているのが好まし
い。
【００１４】
本発明の好ましい実施例では、パレットコンテナは、側枠の高さを変えるため有効長を伸
長することができるような相対する側枠を有する。これらの側枠は、パレットコンテナの
高さが変えられるのを可能にする入れ子式側枠エレメントを含むことができる。
【００１５】
有益には、パレットコンテナの枠構造体は、相対する側枠を接続するようにパレットコン
テナの縦方向に延びる接続枠エレメント(複数)を有し、これらの接続枠エレメントは、パ
レットコンテナの長さを変えるために有効長を伸長することができるのが好ましい。
【００１６】
パレットは、好ましくは、折り畳み状態と直立状態との両方で、同様のパレットを相互に
積み重ねることができるのが好ましい。
【００１７】
他の面によれば、本発明は、貯蔵、移送又は他の目的で車両のフロントガラスを保持する
ためのものであり、基体を形成する枠構造体と周壁とから成り、フロントガラス収納状態
から仕舞い込み状態に折り畳むことができるパレットコンテナであって、直立状態から折
り畳み状態に折り畳まれるようにヒンジ止め又はピボット止めされた相対する側枠と、前
記相対する側枠の間を延び直立状態から折り畳み状態に折り畳むことができるようにヒン
ジ止め又はピボット止めされた接続枠とから成っているパレットコンテナを提供するもの
である。
【００１８】
前記接続用枠と相対する側枠とは、パレットコンテナに組み立てた直立状態で相互に補完
的に係合し、また前記折り畳み状態まで位置換えできるように係合を外すために解放自在
である構成物を有するのが好ましい。
【００１９】
他の面によれば、本発明は、貯蔵と移送と他の目的で車両用フロントガラスを保持するパ
レットコンテナ用側部拘束装置であって、フロントガラスの動きを禁止するようにパレッ
トを乗せた状態で取り付けられるように１つ以上の可撓性の流体収納器から成る側部拘束
装置を提供するものである。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
以下に、本発明の特定の実施例を例示的に添付図面を参照して述べる。
【図１】図１は、本発明によるパレットコンテナの正面からの斜視図である。
【図２】図２は、側枠に接続する上部後クロス枠の斜視図である。
【図３】図３は、前部下クロス枠の側枠突部への接続状態の斜視図である。
【図４】図４は、パレットコンテナをその端側から見た斜視図である。
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【図５】図５は、パレットコンテナの平面図である。
【図６】図６は、直立（組立て）状態でパレットコンテナの寸法を変えることができるの
を示すパレットコンテナの側面図である。
【図７】図７は、パレットコンテナの端面図である。
【図８】図８は、折り畳み状態の２つのパレットコンテナを相互に上下積み重ねたのを示
す端面図である。
【図９】図９Ａ乃至図９Ｃは、それぞれ、パイプ枠３１０、３２０を受け入れるボス８０
に取り付けられた座部４２０を示す端面図、平面図及び側面図である。
【図１０】図１０Ａ及び図１０Ｂは、それぞれ、パイプ枠３２０の平面図及び側面図であ
る。
【図１１】図１１は、本発明によるパレットコンテナの他の実施例によるパレットコンテ
ナの前面から見た斜視図である。
【図１２】図１２は、図１１の実施例の側端面図である。
【図１３】図１３は、図１２の側端枠の詳細図である。
【図１４】図１４は、パレットコンテナへの積荷を補助するのに適合するのを示すコンテ
ナの一部の詳細斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
図１乃至図４を参照すると、鋼鉄枠パレット１００から成る本発明の実施例が示されてい
る。パレットの前部は、符号「Ｆ」によって示されている。パレットの後部は、「Ｒ」に
よって示されている。枠は、実質的に矩形状に配置されてコーナー突部１０４、１０６、
１０８及び１１０に接続している枠長部分１０１、１０３、１０５及び１０７から成って
いる。また、前枠長部分１０５及び後枠長部分１０１は、主たるパイプ枠長部分１０１、
１０５に入れ子式に伸縮自在に収納された端部長部分１０１a、 １０５aによって有効長
が伸縮する。適当に選択された長部分に枠長部分を固定するためにその枠長部分で整列す
る孔に協働する急速解放型ロックピン１１が設けられている。これは、図６に最も明瞭に
示されている。この構造によると、コンテナパレットの全長は、特定の要件に基づいて変
更することができる。
【００２２】
コーナー突部１０４、１０６、１０８、１１０は、端部長部分１０１ａ、１０５ａ又は側
部長部分１０３、１０７の端部を受け入れるソケット２０を備えている。側枠１１２は、
ポスト１１４及び１１６から成っている。ポスト１１４及び１１６は、それぞれの突部１
０４及び１１０の上向きに面するソケット３０に係入している。側枠１１８は、ポスト１
２０及び１２２から成っている。ポスト１２０及び１２２は、同様にそれぞれの突部１０
６及び１０８のソケット３０に係入している。後部上枠長部分は、後に詳細に記述される
ように、ポスト１１６及び１２２を接続するように延びている。
【００２３】
この枠は、前後の枠長部分（縦部分）１０５、１０１に溶接されて接続する構造体の基体
で横方向に延びる横支持（補強）鋼部材１３０、１３２を更に含んでいる。支持板１４０
も設けられていて、この支持板は、前後の枠長部分１０５、１０１に溶接されて接続して
いる構造体の基部で横方向に延びている。更に、１対のスライダー棒４５、５５は、基部
を横切って延びる前後の枠長部分１０５、１０１に溶接されて接続している。これらは、
支持板１４０と補強部材１３０、１３２の高さより上にある上面をそれぞれ有する。使用
時には、パレットコンテナ１００に積載されたフロントガラスは、その下縁がスライダー
棒４５、５５上に支持されて静止している。
【００２４】
前後の枠長部分１０５、１０１は、それぞれのフォークリフトトラックの歯を受け入れる
整列ブラケット６５、７５を備えている。相対する側枠部材１０３、１０７も、共に、そ
れぞれのフォークリフトトラックの歯を受け入れるブラケット８５、９５を備えている。
従って、パレットは、コンテナパレットのいずれの側に接近し又は位置するフォークリフ
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トトラックによっても持ち上げられることができる。
【００２５】
長さの調整が可能であることに加えて、パレットコンテナは、更に高さも調整が可能であ
る。側枠１１２、１１８の直立ポスト１１４、 １１６、１２２、１２０は、これらの外
部ポスト１１４、１１６、１２２、１２０内に入れ子式に受け入れられる内枠パイプを含
む。図１乃至図４に示される構造では、コンテナは、内枠チューブが外部ポスト１１４、
１１６、１２２、１２０内に完全に引き込まれた「最小の高さ」の状態であるのが示され
ている。これらの内チューブは、コーナーポスト１１４、１１６、１２２、１２０の開い
た上端に挿入され、端部ボス８０に接続される。側枠１１８は、反対側の端部がポスト１
２０、１２２に挿入された内チューブ部材のボス８０に溶接された上側枠部材２１１を備
えている。側枠１１２は、反対の端部がポスト１１６、１１４に挿入された内チューブ部
材のボス８０に溶接された上側枠部材２１９を備えている。パレットコンテナ１００の高
さを増加するために、それぞれの上側枠部材２１１、２１９は、それぞれのポスト１１４
、１１６、１２２、１２０からそれぞれの内チューブ部材が同時に引き出されるようにし
て持ち上げられる。その後、入れ子式に延ばされた内チューブ枠組部材は、内チューブ枠
部材とポスト１１４、１１６、１２２、１２０とに整列した孔を貫通するロックピン２７
によってそれぞれのポスト１１４、１１６、１２２、１２０に対して固定される。
【００２６】
長さと高さと調整可能であることに加えて、パレットコンテナは、積み重ねも可能であり
、また、それ以上に、異なる長さや高さの状態でも積み重ねることができるようになって
いる。これを達成するために、受け入れソケット８２がボス８０に固定されており、この
ソケットは、１つのコンテナが他のコンテナに積み重ねられる際に、コーナー突部１０４
、１０６、１０８、１１０の下側に設けられた脚ストッパー８４にぴったりと嵌るような
形状となっている。
【００２７】
パレットコンテナは、端枠１１２ １１８のほかに、パイプ枠クロス部材３００に溶接し
て接続された突部２７１，２８１が入れ子式に挿入される１対のポスト２７０、２８０を
含む後枠（接続枠）２９０を備えている。従って、枠突部２７１、２８１がポスト２７０
、２８０に入れ子式に移動すると、クロス部材３００は、パレットコンテナ１００の残り
の部分と共に高さが調節することができる。内枠パイプ３１０、３２０がクロス部材３０
０の相対する端部内で入れ子式に挿入されるので、クロス部材３００の有効長も調整する
ことができる。内枠チューブ３２０は、図１０Ａ及び図１０Ｂに詳細に示されている。内
枠チューブ３１０、３２０の上面は、それぞれのロックピン３１５で固定されるようにク
ロス部材３００の相対する端部に設けられたそれぞれのロック孔の１つに整列して設けら
れた一連の間隔をあけた孔３２１を備えている。これは、所要の程度までクロス部材３０
０の有効長を固定する。図１０Ｂに最も明瞭に示されているように、内枠チューブ３１０
、３２０の端部は、下方に延びる固定ピン３１７を備えている。固定ピン３１７は、ポス
ト１１６、１２２に挿入された内チューブ部材のボス８０に溶接された受け座４２０に設
けられた孔４３０内に位置している。
【００２８】
後枠２９０のポスト２７０、２８０の下端は、枠部材１０１に枢支されている。この目的
のために、枢支ブラケット４５０が設けられている。使用時には、後枠部材は、内枠チュ
ーブ３１０、３２０の端部を座部４２０に着座して、孔４３０に固定ピン３１７を係入す
ることによって所望の高さと長さに延ばして直立位置に保持される。これは、図１、２、
４、６及び７に示される状態である。空の場合(例えば、フロントガラスが載せられてい
なかった時に貯蔵又は移送の目的で)、パレットコンテナ１００を積むために、後枠は、
ポスト２７０ ２８０が前後の枠長部分１０１、１０５の間でパレットコンテナ１００の
基部を横切って平坦になるように、これらのポストを９０度枢支ブラケット４５０の周り
を枢動する積荷状態まで枢動することができる。これを行うために、固定ピン３１７は、
内枠チューブ３１０、３２０の端部が座部４２０に着座される状態から持ち上げられると
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、固定ピン３１７が孔４３０から係合が外れるように持ち上げられる。その後、クロス部
材３００が下降して、突部２７１、２８１は、ポスト２７０ ２８０内に完全に入れ子式
に戻って入り込むように移動する。その後、後枠は、クロス部材３００が前枠長部分１０
５に対して接触するような低く折り畳まれた位置まで枢動することができる。
 
 
 
【００２９】
相対する側枠１１２、１１８は、また、パレットコンテナの基部付近で水平になるように
直立状態から折り畳まれるように枢支されている。これは、米国特許第７２７０２３６号
に記載されたものと同様の方法で達成される。ポスト１１４、１１６、１２０、１２２の
下端は、突部１０４、１１０、１０８、１０６に受け入れられる。その動作を突部１０６
に挿入されたポスト１２０に関して述べるが、それは、図３に最も明瞭に示されている。
端枠の他のポストも同様の方法で挿入され、動作する。直立位置にあるポスト１２０は、
突部１０６の上端縁上で形成された凹部５２０に突起５１０が着座するように、ポストに
着座して受け止められている。ポスト１２０の下端は、突部１０６に限界された開口付チ
ャンネル５４０の底部に限界されたリップ５３０の下方に延びている。ポスト１２０の下
端は、相対する側部に設けられたそれぞれの縦スロット５５０を備え、ピボット・ボルト
５６０は、ポスト１２０の相対する側のスロット５５０を貫通して一側から他側に突部を
貫通している。
【００３０】
直立位置からポスト１２０をピボット運動するために、このポストは、突起５１０が凹部
５２０から持ち上げられてポストの底部がリップ５３０から離れるように、上方に持ち上
げられる。その後、このポストは、突部１０６に開口付チャンネル５４０を貫通するため
に、図３に示すように、矢印Ａ方向にピボット・ボルト５６０の周りをピボット運動され
る。それぞれの側枠１１２，１１８は、既に折り畳まれている後枠２９０に対して扁平に
折り畳まれるように枢動する。このように折り畳まれた状態では、折り畳められたパレッ
トコンテナは、相互に積み重ねられることができる。これは、図8に示され、同図では、
２枚の折り畳みパレットが相互に積み重ねられているのが示されている。上方のパレット
コンテナの足６４は、下方のパレットコンテナの突部１０４、１０６、１０８、１１０の
上方の開放端によって形成される座部に係合する。
【００３１】
従って、長さと高さとが調整可能であってその直立状態で積み重ねることができることに
加えて、パレットコンテナは、その「使用」状態から、折り畳められたコンテナが相互に
積み重ねられる折り畳み状態に折り畳むこともできる。従って、パレットは、直立状態と
折り畳み状態との両方で積み重ねることができる。
【００３２】
　後枠２９０のポスト２７０、２８０は、これらのポスト２７０ ２８０に取り付けられ
たそれぞれの台（複数）６２０を備えている。これらの台６２０の目的は、コンテナに固
定された際に、フロントガラス群を支持することである。図示の実施例では、台６２０は
、図４に示された「使用」位置(コンテナ内に突出している位置)と折り畳みと積み重ねと
を許す位置に搖動する仕舞い込み位置との間をポスト２７０、２８０の軸線の周りを回転
することにより可動する。あまり好ましくない他の実施例では、台６２０は、ポスト２７
０、２８０から取外し可能とすることができる。
【００３３】
図示の実施例では、コンテナの前面は開いており、正面の拘束物はない。このような実施
例では、コンテナに収納されたフロントガラス群は、クロス部材３００で後枠２９０に固
定されてフロントガラス群を通って下前枠１０５に固定されたストラップ又はその他のも
のによって固定されている。
【００３４】
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移送中、コンテナの縦方向にフロントガラスがシフトするのを防ぐために、側部拘束物(
複数)を設けることは重要である。米国特許第７２７０２３６号では、これは、棒状側部
拘束物のピボット止めによって達成されている。本発明の好ましい態様によれば、便宜で
有益なことであるが、図６に示されるように、これらの側部拘束物は、膨張式のエアバッ
グ(複数)７００の如き可撓性の流体収納装置から成っている。これらのバッグは、ストラ
ップ６２０への取付けによって枠に固定することができる。これらのバッグは、フロント
ガラス群８００を詰める位置に押し込められる前に膨張することができる。さもなければ
、これらのバッグは、フロントガラス群８００付近に位置決した後に膨張してもよい。膨
張式のエアバッグ７００の如き可撓性流体収納装置から成る側部拘束物の使用によって、
米国特許第７２７０２３６号の旋回式棒状側部拘束物の如き特別の重量と容積とに関連す
る側部拘束物を回避することができる。これは、出荷、貯蔵の費用を低減することができ
る。使用するパレットコンテナの形成は、膨張式エアバッグ７００の如き可撓性流体収納
装置から成る側部拘束物を使用する結果生ずる時間の無駄を少なくする。
【００３５】
図６に示されるように、パレットコンテナ１００は、最小の長さから伸長長さＷ、Ｘ、Ｙ
まで長さ方向に延ばすことができ、また、最少高さから伸長高さＥ、Ｆ、Ｇまで高さを延
ばすことができるという点で非常に融通性が高い。このパレットコンテナは、ユニットの
折り畳み及び展開が便宜に達成されるように、後枠２９０が折り畳まれた状態で一体に接
続されたままである非常にコンパクトな状態まで折り畳むことができる。
【００３６】
次に、図１１乃至図１４を参照すると、それより前の図のパレットコンテナ１００と構造
上ほぼ類似しているが、ある状況では積荷を一層容易にするようにしたパレットコンテナ
の他の実施例が示されている。
【００３７】
最初に記載された実施例のパレットコンテナは、主として、前方の開放側Ｆから積荷され
るように設計されている。状況によっては、コンテナの相対する側端のうちの一方の側端
から積荷することが望ましいかもしれない。従って、図１１乃至図１４の実施例は、側枠
１１１８からアクセスを許すために、側枠１１１８の上側枠部材１２１１を有効に脱着又
は置換することができるようにすることによって、この効果を達成するように設計されて
いる。
【００３８】
上側枠部材１２１１は、その一端で、ヒンジ構造１１５０によって直立ポスト１１２０に
取付けられている。上側枠部材１２１１の他端は、上側枠部材１２１１の下側に設けられ
たロケーションピン１１６０を備えている。ロケーションピンの目的は、ロケータ・ブラ
ケット１１７０の基部に設けられたロケーション孔に配置することである。ロケータ・ブ
ラケットは、上側枠部材１２１１の端部用の固定着座部を設けるように基部から上方へ延
びるＵ形側壁を有する。この上側枠部材１２１１をその支持位置から変位するために、上
側枠部材１２１１は、相対する端部がロケータ・ブラケット１１７０から持ち上げること
ができるようにヒンジ構造１１５０上で上方へピボット運動される。その後、この上側枠
部材１２１１は、図１２に示される位置に静止するように、ヒンジの周りを下方に枢動す
る。この上側枠部材１２１１が低下すると共にロケータ・ブラケットを取り除くために、
上側枠部材１２１１の自由端を側方に移動することができるのを確実にするように、ヒン
ジ構造部１１５０に充分な遊びがある。(図１２に示されるように)このように移動し下降
した位置で、上側枠部材１２１１は、直立ポスト１１２０に固定されることができる。例
えば、ロケータ・ピンは、直立ポスト１１２０上に設けられた固定構成物に係合すること
ができる。
【００３９】
図１１乃至図１４の実施例は、図１乃至図１０の実施例と比較すると、更なる変形を含ん
でいる。この実施例では、ポール（複数）１１８０は、パレットコンテナの内部に直立状
態で位置させることができる。これらのポールは、パレットコンテナの内部を異なるセク



(8) JP 6077994 B2 2017.2.8

10

ションに分割するのを可能にしてフロントガラスをポール１１８０によって支持され分割
された異なるセクションに位置させている。ポール１１８０は、前枠長部分１１０５から
コンテナの後部に向けてコンテナの基部で延びているそれぞれのトラック１１８７に沿っ
て位置する一連の間隔をあけた受けソケット１１８５のそれぞれにぴったりと押し込んで
挿入される。
【００４０】
しかし、位置決めソケット１１８５内にポール１１８０の端部を配置することは、パレッ
トコンテナが積荷にされた場合、ポールが十分な堅固さでポールが固定されるのを確保す
るのに充分である。単に、受けソケット１１８５から端部を解放するように上方へ引き上
げるだけでポールを受けソケットから外すことができる。ソケット１１８５内に位置して
いるポール１１８０は、パレットの内部を（複数の）積荷領域に分割するための一時的又
は取外し可能な分割構造体を有効に形成する。

【図１】 【図２】
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【図６】 【図７】

【図８】
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(11) JP 6077994 B2 2017.2.8

【図１３】 【図１４】



(12) JP 6077994 B2 2017.2.8

10

20

30

フロントページの続き

(72)発明者  ディノ　ラノ
            米国　オハイオ州　４３００４　ブラックリック　スケルトン・レーン　２６８９
(72)発明者  ロナルド　プライス
            米国　ノースカロライナ州　２７８０４　ロッキーマウント　コロン・ドライブ　４０４
(72)発明者  エヴァン　テイラー
            米国　ノースカロライナ州　２７８２０　コンウエイ　ハイウエイ１５８　１２１４７
(72)発明者  アイ　ホ―グ
            米国　ノースカロライナ州　２７８０３　ロッキーマウント、グロスター・ロード　３７０８
(72)発明者  ウイリアム　エフ　ホワード
            米国　ノースカロライナ州　２７８３９　ハリファックス　ホースシュー・ロード　１１１
(72)発明者  アンドリュー　ピー　スコット
            米国　ノースカロライナ州　２７８７０　ロアノーク・ラピッズ　フログ・レベル・ドライブ　１
            ０６
(72)発明者  リチャード　ルディク
            カナダ国　オンタリオ州　トロント　ウイリアム・カーソン・クレセント　２１１－２８
(72)発明者  リチャード　クック
            イギリス国　ウイグストン・レスターシャー　ＬＥ１８　３ＲＰ　オードバイ・ロード　４５
(72)発明者  マーカス　シュミット
            イギリス国　キングストン・アポン・テームズ・サリー　ＫＴ２　５ＪＪ　キングス・ロード　２
            ９７

    審査官  植前　津子

(56)参考文献  米国特許出願公開第２００４／０１６８９４６（ＵＳ，Ａ１）　　
              米国特許第０６１２３２０８（ＵＳ，Ａ）　　　
              特開２００２－０３７３７３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０６－０９２４７２（ＪＰ，Ａ）　　　
              独国特許出願公開第１９９０８８２４（ＤＥ，Ａ１）　　
              実開昭５１－００１３７２（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開２０００－０６２８５０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０９－２１６６３０（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｂ６５Ｄ　　１９／００－１９／４４　　　　
              Ｂ６５Ｄ　　８５／６８　　　　
              Ｂ６５Ｄ　　８５／３８－８５／４８　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

